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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,73 44,29 +0,56 42,73 +1,56

USD / BRL Spot BRL 2,3423 2,3337 -0,0086 2,3321 +0,0016

USD / JPY Spot JPY 102,42 103,38 +0,96 99,64 +3,74

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 50.068 50.122 +54 51.804 -1.682

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 186,2 181,7 -4,5 206,8 -25,1

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,56 12,48 -0,08 12,33 +0,15

DI Future Jul14（金利先物） % 10,22 10,20 -0,02 10,48 -0,28

3 Months US Dollar Libor % 0,244 0,243 -0,001 0,239 +0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 281,0 280,2 -0,8 273,4 +6,8

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年12月13日

Indicator Unit 12月11日

昨日のドルレアルスポット相場は薄商いのなか上下動あったものの大きな動きには繋がりませんでした。
朝方は前日比レアル高の２．３３台で取引される局面もありましたが、ブラジルの１０月小売売上高が市場
予想を下回ったのに対して米国の１１月小売売上高が市場予想を上回ったことからドル買いレアル売りが
優勢となり、２．３５近辺へドル高レアル安となりました。しかし、薄商いのなかポジション調整が出たことから
レアル買い戻しとなり、結局２．３３台半ばで引けています。

小売売上高が予想に届かなかったことから金利先物利回りは低下し、市場は今後の利上げ停止を織り
込んできています。そのなかでトンビニ中銀総裁は昨日の記者会見で次のように述べました。「中銀は
インフレ抑制のため警戒を続けてきた。これまでにもたらされたインフレの低下傾向は今後も続くだろう。
しかし、インフレ抑制は今後も課題として残る。目標達成の鍵は金融政策である。」インフレ抑制への警戒
は続けながらも徐々にインフレ低下傾向が続くことを示唆し、金融政策の効果を見極めるため様子見に
入る布石を打っているように見えます。また、市場も当局の動向を探りながら慎重に織り込みを進めている
印象です。
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